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1974; Durlak， 1978; Miles， 1980; Yeaworth， Kapp & Wing巴t，1974; Johansson & La11y， 
1990)。その一方で、デス・エデュケージョンの後に死の不安・恐怖が増加したという報告も
































めに、空想やロールプレイ、そしてシミュレーションが用いられる CCombs，1981; Durlak & 










































































































2) r人生に対して死が持つ意味J 死に対する態度尺度(丹下 1999)の下位尺度を用いた。
「人生に対して死が持つ意味尺度」は高得点であるほど死に意味を認めることを意味する。回
答は「全くあてはまらない」から「非常にあてはまる」の 7件法で求めた。
3) r一般的充実気分J 充実感尺度(大野， 1985)の下位尺度である「一般的充実感」の5
項目を用いた。「一般的充実気分」は得点が高いほど生きることに充実感を持っていることを
意味する。回答は「全くあてはまらない」から「非常にあてはまる」の 7件法で求めた。






















分散分析の結果、測定時期の有意な主効果がみられたのは「死への関心J(F (1， 11) =14.00， 




























安と恐怖が増加した (e.g.，Murray， 1974; Durlak， 1978; Miles， 1980; Yeaworth， Kapp & 
Winget， 1974; Johansson & Lally， 1990)、あるいは減少した (Bell，1975; Combs， 1981; 











男 (N=7) 女 (N=5) 男 (N=7) 女 (N=5) 男 (N=7) 女 (N=5)
Mean(SD) Mean(SD) Mean(SD) Mean(SD) Mean(SD) Mean(SD) 
死の恐怖・不安 13.20(4.32) 12.85(3.89) 10.60(5.12) 13.42(5.82) 12.80(5.06) 12.71(6.04) 
死からの回避 10.60(3.04) 7.57(2.76) 10.00(4.30) 5.85(1.67) 10.20(4.08) 7.57(3.20) 
死への関心 12.60(2.70) 13.42(4.27) 19.00(1.87) 20.57(2.63) 17.40(1.34) 16.71(4.19) 
人生に対して死が 30.80(4.86) 30.71(4.42) 31.60(3.97) 34.14(4.37) 31.80(3.03) 32.71(2.81) 持つ意味
一般的充実気分 31.40(4.03) 31.00(1.73) 31.60(3.97) 31.57(2.22) 31.80(3.83) 31.71(1.79) 
抑うつ感 12.40(7.12) 9.00(2.00) 10.60(5.85) 8.14(2.19) 11.40(7.63) 8.00(1.00) 




死の恐怖・不安 0.09 0.03 0.01 
死からの回避 4.18t 0.05 0.05 
死への関心 0.15 14.00** 0.49 
人生に対して死
0.28 2.92 0.32 が持つ意味
一般的充実気分 0.01 7.82会 0.62 
抑うつ感 1.39 4.49十 0.00 
生への意識 0.05 0.07 0.51 
十pく.10，*pく.05，会合pく.01
表3 介入目的と即時効果および継続効果
恐怖・不安 回避 関心 死の意味 充実気分
介入の目的 ns + + 
即時効果 ns ns + ns 
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